
光害対策前（ガソリンスタンド） 光害対策後

岡山県の取組み岡山県の取組み

●モデル屋外照明設備への助成

●投光器の追放に成功（１７年９月）

●各種規制業務への拡大

（大店法、環境影響評価等）

●県民に分かりやすいパンフ作成

（Ｈ１８）

国への要望・提言国への要望・提言

●分かりやすい全国的な普及啓発

●屋外照明設備の一層の省エネ化

（トップランナー方式の採用など）

●地球温暖化防止対策の柱の一つに

●コンビニ・２４時間店舗等の多店舗展開業者への

対応（省エネ・光害）

↓

美しい星空は国民の心を豊かに

国への要望・提言国への要望・提言

２２ 地球温暖化対策について地球温暖化対策について

「岡山県地球温暖化防止行動計画」
（2002年3月）

岡山県の温室効果ガス削減目標
１９９０年度（基準年度）

↓ ６．５％減

２０１０年度（目標年度）

岡山県内の温室効果ガス排出量岡山県内の温室効果ガス排出量
H15H15年（年（20032003年年）） ６．８％増６．８％増 （全国８．３％増）（全国８．３％増）

（ＣＯ２）

●産業部門 ３．０％増

シェア ８０％（全国４０％）

製造業のｴﾈﾙｷﾞｰ消費量 全国５位

鉄鋼・石油・化学等の水島ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

●運輸部門 ３２．１％増

●家庭系 ２３．８％増

●業務系 ８０．９％増

11人あたりの排出量は全国の人あたりの排出量は全国の2.72.7倍倍
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岡山県の主な対策岡山県の主な対策
抑制対策

●太陽光発電の率先導入・民間支援

●バイオエタノールのＥ３社会実験

●家畜ふん尿利用のバイオガス発電

●バイオマスプラスチックの開発

●ペレットストーブの導入支援（H18）

県立図書館

岡山県の主な対策岡山県の主な対策

普及啓発

●クールビズ・ウォームビズ

●アースキーパーメンバーシップ

アースキーパーメンバーシップ
「親子学習会」

●駐車中のアイドリングストップ

（環境への負荷の低減に関する条例で、過料5万円）
●低公害車の普及促進

●環境にやさしい自動車の使い方を実践する事業所
の指定「岡山エコ・ドライブ２０１０」

●エコパートナーシップおかやま

●地球温暖化防止活動推進センター、推進員

天然ガス自動車及び
エコステーション（岡山市）

その他県の率先行動など

●グリーンオフィス推進プログラム

（ＣＯ２削減、グリーン購入、公共事業の環境へ

の配慮など）

●ＩＳＯ１４００１

●公共工事への入札参加資格の格付け

（ＩＳＯ１４００１、エコアクション２１、障害者雇用、

男女共同参画）

●省エネビジョン策定（Ｈ１８）

国への要望・提言国への要望・提言

●●国民に分かりやすい施策の説明

・クールビス、ウォームビズのみ目立つ

・増え続ける温室効果ガスに、６％削減できるのか

懐疑的

・目標達成までの道筋が見えない

国への要望・提言国への要望・提言

●国は県にどのような役割を求めているのか

・・県別温室効果ガス排出量の算定に苦慮

（石油等消費構造統計の廃止）

・県の削減目標達成のため、対策の説明に苦慮

（産業部門は国の施策頼みとなるが、県との連携が

ほとんどない）

・地域における普及啓発

（温暖化問題は大きすぎて、多くの国民は思考停止。

きめ細かな普及啓発が必要だが、県は財源不足）

国への要望・提言国への要望・提言
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国への要望・提言国への要望・提言

●温室効果ガスの算定・報告・公表制度

・改正省エネ法・温対法に期待。

・県に情報提供を。県が情報の開示を国に求めること

は奇妙。

・事業者は排出量（事業所別）を自ら公表するよう義務

付けるべきだ（ホームページは必須）。

・省エネ法の不十分な対策のため、各県が算定・報告

条例を制定せざるを得ない状況。

国への要望・提言国への要望・提言 国への要望・提言国への要望・提言

●●縦割り行政の排除

・環境省の「省エネ家電の普及啓発事業」では、

中小家電小売店のみ対象。

・岡山県で18年度に「省エネラベル」の普及を
予定しているが、県下全域の取組が困難。

国への要望・提言国への要望・提言

３３ 特定財源による環境施策について特定財源による環境施策について

①おかやま森づくり県民税

（Ｈ１６年４月～）

②産業廃棄物処理税

（Ｈ１５年４月～）

おかやまおかやま森づくり県民税森づくり県民税

県内の森林

・484,500ha、県土の7割、
・民有林９２％（全国６９％）

・風倒木被害（H16台風23号）
実被害面積5,483ha、被害額65億円

風倒木

おかやまおかやま森づくり県民税森づくり県民税

税の概要

・森林保全を目的とした独自の環境税制

・「大切な機能をもつ森林を県民共有の財産として、よりよい
姿で次世代に引き継ぐ」

・県民税均等割に上乗せ

個人500円、法人均等割額の５％
・２７３百万円（H16）

県立森林公園

おかやまおかやま森づくり県民税森づくり県民税

税の使途税の使途

●●森林の公的機能を高める森づくり森林の公的機能を高める森づくり

・間伐材を市場に搬送する経費補助・間伐材を市場に搬送する経費補助

・水源にある巨木の森づくり・水源にある巨木の森づくり

間伐材の搬送
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●担い手の育成確保と木材利用促進

・ニューフォレスターの育成

・間伐材を利用した河川の根固め工

●森林・林業の情報提供と森づくり活動の推進

・緑の大会

・森づくりボランティア育成

間伐材利用の
河川の根固め工

産業廃棄物処理税

税の概要

・廃棄物抑制、リサイクルの促進、最終処分量の減量化が

目的

・最終処分場への搬入に課税

1000円／トン
・８９３百万円（H16）、一部は基金積立し、保健所政令市へ
も交付

水島産業廃棄物処分場
（倉敷市）

産業廃棄物処理税

使途

●意識の改革

・環境学習エコツアー、木質ペレットストーブ普及

環境学習エコツアー

産業廃棄物処理税

●産業活動の支援

・エコ製品認定、バイオマスプラスチック、バイオエタノール

利用促進

●基盤整備

・PCB廃棄物処理促進
・公共関与臨海部新処分場建設促進

環境税について

●県議会

・環境税創設による森づくりの推進を陳情（H16年6月）
●県知事

・環境税には中立の立場

・仮に環境税が成立しても、「森づくり県民税」の廃止は考

えていない。

（課税客体や目的が異なる。一部が吸収源対策に回され

ても、森林対策の財源は不足する。）

国への要望・提言国への要望・提言 国への要望・提言国への要望・提言

※岡山県の２税についても、次の点が厳しく問われている。

①目的と使途の関連性

税の目的と使途の間に緊密な関連

②施策の有効性

税による施策の有効性

③使途の情報公開

国への要望・提言国への要望・提言
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ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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第３次環境基本計画地方ヒアリング資料

内 容

１）クラレの概要と地球環境活動
２）クラレの廃棄物リサイクルシステム
３）廃棄物リサイクル事業の課題

４）リサイクル資源に対する環境行政の課題

２００６．０３．０６

（株）クラレ倉敷事業所

西口 克彦

（株）クラレの概要

化成品・樹脂事業

繊維事業

機能材料・メディカル事業他

創 業 １９２６年６月
資本金 ８９０億円 （2005年3月）
従業員 ６,９１９人 （2005年3月）
売上高 ３,５４９億円 （2004年度）
代表取締役 和久井 康明

クラレの環境活動
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クラレサーマルリサイクルシステム

廃木材など

廃プラスチックなど

社内外
廃棄物燃料

固形燃料化 燃焼 焼却灰

有効利用クラレグループクラレグループ
石炭

熱エネル熱エネル
ギーギー（電力・
蒸気）

自家使用 売電

社内外の廃プラスチックス、廃木材などのリサイクル資源を石炭代替燃料

として、ボイラーで燃焼させ、熱エネルギーを回収利用しています。

循環流動層ボイラー
有価燃料

リサイクル資源

廃木材
チップ
サイロ

廃木材チップ受入・搬送設備

減容固化設備

ボイラー

バ イオマス燃料化事業
（建築解体木屑チップ受入・払出設備増設）

受入ホッパー・貯蔵サイロ外観 ボイラー投入搬送コンベヤー外観

８Ｂ本体外観

・岡山県資源循環推進事業承認

・設備投資額 約２億円

・温暖化ガス（ＣＯ２）削減 ２．２万ｔ／年２．２万ｔ／年

・石炭代替量（使用減） １．０万ｔ／年

廃木材チップ
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廃棄物リサイクル事業の課題

廃プラ、廃木材とも減少傾向

⇒ 計画数量が集まらない ⇒ 事業性？事業性？

廃プラ

廃木材

リサイクル

事業者

の増加 県外搬出

発展途上国への有価販売

環境保全のための「リサイクル」の事業性は？？

環境保全にとって本当にプラスになっているか？環境保全にとって本当にプラスになっているか？

＋

木質系廃棄物の状況と課題

木質系廃棄物木質系廃棄物 ：：地球温暖化防止に有効なバイオマス資源地球温暖化防止に有効なバイオマス資源

・パルプ用、ボード用 ： 建築リサイクル法施行前から活用されていた

①岡山県エコタウン事業（炭化） 2004年～ １８，０００ｔ／ｙ

②岡山県ミニエコタウン事業（クラレ）2003年～ １６，０００ｔ／ｙ

２事業で、県南の建築廃材はほぼ有効利用できる見通し

・燃料用 ： 建築リサイクル法施行時、使用設備なし

・県外搬出（長距離輸送） ⇒⇒ 現状、上記２事業とも不足気味
（本当に、ＣＯ２の削減になるのか？）

・新規参入企業 ：大能力の燃料化計画中

各社とも事業性が危うくなってくる

リサイクル資源に対する環境行政の課題

リサイクル資源を適正に

活用できるマーケットの形成

リサイクル処理 価 格

適正なリサイクル 情 報
（有用性、技術、設備、能力等）

＜現状＞

課題発生時、

限定情報にて対応

日
々
、
変
化

優良なリサイクル
業者育成等

情報整理とガイド

ライン作成・推進推進
中央・地方の

環境行政
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